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おおさと る じ ゆ

「まじめな子でした」「優しい子でした」、ふと、目にとまったテレビのニュースから流
れてきた言葉です。人を評価するのに使われるレッテル。私はそのレッテルが、非行や犯
罪につながっているのではないかと思いました。
私は、周りの人から「しっかりしている」、「頼もしい」と言われることが多くあります。

そのレッテルが、時にプレッシャーに感じることもありますが、そのレッテルのおかげで
「きちんとしなくては」と自分を律することができ、勉学にも一生懸命励むことが出来て
います。このように「レッテル貼り」は自他に良い影響を与えることもありますが、それ
とは逆に悪い影響を与えることもあるのではないかと思います。
例えば、「あの人は悪い人だ」というレッテルを貼られた人は、その通りの行動パター

ンを引き起こしてしまうようになるそうです。実際、私の周りにも事あるごとに注意を受
け「不真面目」や「悪い生徒」というレッテルを貼られた結果、「どうせ自分はダメだか
ら」とマイナスの方向へ走っている人もいます。
また、私は妹が母に怒られている姿をよく見ます。そのときの妹は、とても不満げで納

得のいかない様子です。母は妹を怒ったあと、私に「あなたはちゃんとしているのに」や
「あなたは学校の先生に褒められているのに、妹は注意されてばかり」などと言います。
私が「いい子」なのに対し、妹は「しっかりしていない子」というレッテルを貼られてし
まっているのです。しかし、私から見ると、妹は苦手な勉強にも粘り強く取り組んでいる
し、習い事のそろばんは妹のほうがよくできます。私は、母と妹のやりとりを見て、一つ
の型にはめず、多方面から妹の良さを認めてあげるべきなのではないかと思いました。
このように「レッテルを貼る」ということは、時に自他を傷つけてしまうことになりま

す。そして、悪いレッテルを貼ることで、自他の劣等感を高めた結果、人を見下したり、
悪い行動を助長させてしまったりするのです。また、安易なレッテル貼りは、その人の在
り方を縛り付けてしまうことにもなります。
本来、人は常に変わり続けていくものです。流行や年齢によって趣味や価値観は様々で、

そしてそれも変化し続けます。このような変化は、その人に新しい可能性を開くことにも
つながる素晴らしいものです。しかし、もし、その人にとあるレッテルが貼られていたと
したら、どうでしょうか。もしかすると、自分の在り方が変化し、それが自分に貼られた
レッテルと外れることで、不安を感じたり、周囲と距離を置いてしまったりする人もいる
かもしれません。また、レッテルをプレッシャーに感じてしまったり、貼られたレッテル
から抜け出せず、苦しい思いをしたりすることもあると思います。皆さんも、過去に貼ら
れたレッテルと今の自分とを比べられ、「あなたらしくない」と言われたことはありませ
んか。「らしくない」という言葉によって、今の自分を否定されたような気持ちになった
ことはないでしょうか。このような言葉にさらされ続けると、今の自分に自信がなくなり、
どんどん生きづらくなってしまうと思います。
また、レッテルを貼るということは、その人のことを型にはめて見ているということで

す。だからこそ、その型から外れた人がいた場合、周囲の人達からの差別にさらされる可
能性があります。「勉強ができないから」、「いつも怒られているから」、「太っているから」、
「小さいから」など、小さなレッテル貼りが差別やいじめ、犯罪を生むのではないでしょ
うか。その人のほんの一面しか表せないようなレッテルに惑わされず、ひとりひとりが自
分の目や耳などの五感を使って相手を知ることが大切だと思います。誰もが自分に自信を
持ち、ありのままの自分として生きていける世の中にしていくためにも、まずはコミュニ
ケーションによって相手を知ろうとしたり、自分のことを知ってもらったりすることから
始めていきませんか。世の中がもっと自由に生きやすくなることを願って。


